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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 
無償資金協力「ヨルダン国南部地域給水改善計画」は、ヨルダン国（以下、「ヨ」国）南部地域タ

フィーラ県を対象として送配水システムの再構築（配水池の建設及び配水管網更新及び配水区の設定、

減圧施設の設置、配水モニタリングシステムの設置、ポンプ送水の適正化）を行い、無収水量を低減

し、増加した使用水量を公平に分配し、対象地域の給水状況を改善することを目的として実施される。 
 
1) 現状 

「ヨ」国南部地域の水道事業体は井戸を水源とした配水池からの自然流下配水及びポンプ圧送によ

る給水を行っているが、高い無収水率、基幹水道システムの能力不足等の問題により、給水時間は制

限され、一日一人水消費量（有収水量）は低い水準にとどまっている（タフィーラ県：84 リットル、

マアン県：113リットル）。無収水率はタフィーラ県約47%、マアン県約61%と全国平均の43.9%（2008 
年）より高い値を示しており、約半分が老朽化した配水管や高い配水圧に起因する漏水、残りはメー

タの不感知や不法接続と推定されている。タフィーラ県、マアン県における配水管の大部分は布設後

平均約 22 年～39 年を経過した亜鉛メッキ鋼管や黒鋼管である。亜鉛メッキ鋼管は高水圧、腐食に

弱く漏水の原因となっており、また、内面タール塗装黒鋼管は劣化による水質悪化が問題視されてい

る。 
また、タフィーラ県は起伏の大きい高原地帯（標高約 1,000m ～1,600m）に位置するが、給水圧

を適正に保つための減圧施設や配水区が設置されていない。その結果、標高の低い地域は高水圧に標

高の高い地域は低水圧になり、漏水や出水不良の原因になっている。更に、配水池の不備や老朽化し

た不適切な能力のポンプにより適切な水量を給水できず、タフィーラ県南部のブセイラ、ガランダー

ル、カデシヤ等では給水が週 4 日～6 日制限され、住民の生活に大きな影響を及ぼしている。 
 
2) ソフトコンポーネントの必要性 

本プロジェクトによりタフィーラ県対象地域の送配水施設及び配水区が整備され、送配水システム

が改善される。しかし、配水データの管理と活用、配水管網情報の定期的な更新、適切な配水管網の

維持管理等が持続的に実施されなければ、本プロジェクトの実施効果は最大限に発揮されない。一方、

現在の WAJ タフィーラ支所職員の知識、技術水準はこれらの活動を適切に実施するためには未だ不

十分であり、本ソフトコンポーネントにより、技術支援を行い、配水管理及び無収水管理に係る能力

を強化する必要がある。 
また、本ソフトコンポーネントは「ヨ」国で実施されている技術協力プロジェクト「無収水対策能

力向上プロジェクト」（2005 年～2008 年）及び「無収水対策能力向上プロジェクトフェーズ 2」（2009
年～2011 年）の成果を活用する計画である。技術協力プロジェクトは WAJ の無収水対策に係る組

織体制整備及び能力向上（漏水探査、水道メータ設置、配水ネットワークの管理等）を支援している。

本ソフトコンポーネントを通して漏水箇所・修理箇所、出水不良苦情箇所の GIS データベース化、

配水モニタリングシステムの適切な運用、データの管理・分析に係る技術移転及び能力強化を行うこ

とで、WAJ タフィーラ支所は技術協力プロジェクトにより習得した配水ネットワーク管理技術をパ

イロット区画から水道システム全体に応用することができる。 
 
2. ソフトコンポーネントの目標 

WAJ タフィーラ支所職員の配水管理及び無収水管理に係る能力が向上する。 
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3. ソフトコンポーネントの成果 
ソフトコンポーネントによる成果及び主な活動は以下のとおりである。 

【成果 1】配水管網の状況が GIS マップにより把握される。 

・ 管網データの更新 

・ 維持管理データ（漏水苦情・漏水修理箇所、出水不良箇所、メータ交換箇所、不法接続箇所

等）の GIS 視覚化 

【成果 2】送配水配システムの水理状況が把握される。 

・ 送配水データの分析・活用 

・ 管網モデル構築とシュミュレーション 

【成果 3】送配水データが配水管理・無収水管理に活用される。 

・ 配水管理へのデータの活用 

・ 無収水管理へのデータの活用 

 
4. 成果達成度の確認方法 
表 1 の方法によりソフトコンポーネントの成果達成度を確認する。WAJ タフィーラ支所の職員 3

名を対象として技術支援を行い、3 中 2 名が下記指標を全て満たすことを目標とする。 
 

表 1 ソフトコンポーネント成果の確認方法 
プログラム 成果の確認方法 成果達成度の指標 

研修前のレベル 研修前のレベルを小テストにより把握する なし 

配水管網マッピング 
マッピング手法小テスト 
管網データ集計・図表化・解釈レポート提出 

70 点以上 70 点以上 

配水データ管理 配水データ集計・図表化・解釈レポート提出 70 点以上 
配水管網解析 EPANET２ケーススタディレポート提出 70 点以上 
総合配水管理 配水管理・運用計画レポートの提出 70 点以上 
 
5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

詳細活動内容を表 2 に示す。 
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表 2 ソフトコンポーネントの詳細活動内容 
番号 活動 

1) 準備 
① 国内準備 
①-1 技術移転計画書作成 
①-2 テスト作成・質問票作成・研修用テキスト(案）準備 
② 実施準備・導入技術説明会 
②-1 研修室設立・C/P 打合せ・実施準備・説明会準備 
②-2 研修生の選定（研修前テスト・アンケート・評価・選定） 
②-3 実施説明会 
    
2) 配水管網データ GIS 管理 
① 管網データ更新 
①-1 管網マッピング入力データの解説・入力方法 
①-2 管網データ更新入力（OJT) 
①-3 管網の集計・図表化・分析 
② 維持管理データの GIS 視覚化 
②-1 維持管理データ入力フォーマットの作成 
②-2 維持管理データ入力（OJT) 
②-3 維持管理データの分析・活用 
    
3) 送配水データ管理 
① 送配水データの分析・活用 
①-1 送配水データの収集（OJT) 
①-2 送配水データの分析（OJT)と活用 
② 管網モデル構築とシミュレーション 
②-1 送配水管網シミュレーション手法（EPANET2） 
②-2 新配水区モデルの構築 
②-3 新配水区の管網解析（水圧、水量、流向）と結果分析 
    
4) 送配水管理 
① 送配水管理へのデータの活用 
② 無収水管理へのデータの活用 
    
5) 総合報告 
① 総合セミナー（タフィーラ市） 
①-1 総合セミナー準備 
①-2 総合セミナー 
② 報告書作成・マニュアル整備 
②-1 ソフトコンポーネント評価 
②-2 総合報告書作成・提出 

 
6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、配水管理技術者（邦人コンサルタント）を延べ 1.47 ヶ月間派遣し、

直接支援型で実施する。ソフトコンポーネントを実施する技術者の必要要件は以下のとおりとする。 
1) 管網水理学を理解している 
2) マッピング GIS ソフト及び管網解析ソフトを使用できる 
3) 送配水運用計画を立案できる 
4) 「ヨ」国側技術者に対する研修をマネジメントする能力がある 
本技術者は、水理学、GIS 及び管網解析ソフトの幅広い知識、送配水運用計画の策定に係る経験

に加えて「ヨ」国技術者と意思疎通を行うための語学力、開発途上国における送配水システムの維持

管理上の問題点を理解していることが求められる。 



 

 V-6

なお、管網水理学、GIS 及び管網解析ソフトに関する技術者を「ヨ」国及び第三国から調達する

ことは可能であるが、それらの技術を総合的に理解し、研修を実施することができる技術者の調達は

困難である。従って、必要要件を満たし、「ヨ」国の送配水システムの状況を理解している本邦コン

サルタントが適当である。 
要員配置計画の詳細を表 3 に示す。 
 

表 3 ソフトコンポーネントの要員配置計画 
要員分野 人数 所属 内容 

配水管理 1 本邦 

本邦の配水管理技術を現地の状況及び研修員の

技術水準に応用し以下の事項を実施する。 
・ 研修テキストの作成、研修の実施 
・ テスト、レポート宿題の作成・評価 
・ 各種フォーマットの整備 
・ セミナーの実施 
・ データの収集・編集・モデル化 
・ 評価 

 
7. ソフトコンポーネントの実施工程 

本プロジェクトの施設建設工事は 22.5 ヶ月で実施される。本ソフトコンポーネントを実施するた

めに建設される配水池、配水管網等で測定される配水量及び水圧のデータが必要となる。従って、本

ソフトコンポーネントは施設完成後に行う。ソフトコンポーネントの期間は約 1.5 ヶ月、必要人日は

以下のとおりである。実施計画を図 1、詳細活動計画を図 2 に示す。 
・ 実働日数：39 日（国内準備 5 日、現地 34 日） 
・ 換算月数：国内準備期間：0.17MM、派遣期間：1.47MM（44 日） 

 
表 4 実施計画 

番号 活動 国
内 

現地 
第 1 ヶ月目 

現地 
第 2 ヶ月目 

1) 準備    
① 国内準備    
② 実施準備・導入技術説明会    
2) 配水管網データ GIS 管理    
① 管網データ更新    
② 維持管理データの GIS 視覚化    
3) 送配水データ管理    
① 送配水データの分析・活用    
② 管網モデル構築とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ    
4) 送配水管理   
① 送配水管理へのデータの活用   
② 無収水管理へのデータの活用   
5) 総合報告   
① 総合セミナー   
② 報告書作成・マニュアル整備   
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表 5 詳細活動計画 
活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月順 共通 タフィーラ

日順 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

１） 準備

① 国内準備

D-1 技術移転計画書作成 1

D-2 テスト作成・質問票作成・研修用テキスト(案）準備 4

渡航 2

② 実施準備・導入技術説明会

②-1 研修室設立・C/P打合せ・実施準備・説明会準備 2

②-2 研修生の選定（研修前テスト・アンケート・評価・選定） アンケート票、小テスト

②-3 実施説明会 技術移転計画書

小計 9 1

2) 配水管網データGIS管理

① 管網データ更新

①-1 管網マッピング入力データの解説・入力方法 1 IWﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ

①-2 管網データ更新入力（OJT) 2 ArcGIS

①-3 管網の集計・図表化・分析 2 ArcGIS

② 維持管理データのGIS視覚化 ArcGIS

②-1 維持管理データ入力フォーマットの作成 1 ArcGIS

②-2 維持管理データ入力（OJT) 2 ArcGIS

②-3 維持管理データの分析・活用 2 ArcGIS

小計 10

3) 送配水データ管理

① 送配水データの分析・活用 ArcGIS

①-1 送配水データの収集（OJT) 1 ArcGIS

①-2 送配水データの分析（OJT)と活用 2 ArcGIS

② 管網モデル構築とシミュレーション

②-1 送配水管網シミュレーション手法（EPANET2） 2 EPANET2

②-2 新配水区モデルの構築 1 EPANET2

②-3 新配水区の管網解析（水圧、水量、流向）と結果分析 2 EPANET2

小計 8

4) 送配水管理

① 送配水管理へのデータの活用 2 EPANET2、ArcGIS

② 無収水管理へのデータの活用 2 EPANET3、ArcGIS

小計 4

5) 総合報告

① 総合セミナー

①-1 総合セミナー準備 2

①-2 総合セミナー 1

② 報告書作成・マニュアル整備

②-1 ソフトコンポーネント評価 1

②-2 総合報告書作成・提出 1 総合完了報告書

小計 5

帰国 2

計 16 23

帰
国

2ヶ月目
番号

1
) 
準

備
2
) 
配

水
管

網
デ

ー
タ

G
IS

管
理

1

備考大項目
国内

5
)　

総
合

報
告

1ヶ月目
3)

　
送

配
水

デ
ー

タ
管

理
4)

　
送

配
水

管
理
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8. ソフトコンポーネントの成果品 
以下の報告書及び成果品を作成・提出する。 

報告書・成果品 内容 時期 

技術移転計画書（英文）
ソフトコンポーネントの内容、達成目標、詳細スケジュー

ル、実施方法等 
開始時 

完了報告書（英文） 
（和文要約） 

技術移転内容、能力向上結果、研修評価、技術移転マニュ

アル、写真、GIS、管網データを含む総合報告書 
完了時 

管網データ GIS 管網マッピングデータ一式 完了時 
管網解析モデル EPANET2 管網解析モデル 完了時 
配水データ 入力済み配水データ 完了時 

マニュアル類 
マッピングマニュアル、管網解析マニュアル、配水データ

入力・管理マニュアル 
完了時 

その他 指導記録、出力物、研修テキスト 完了時 
 
9. ソフトコンポーネントの概算事業費 

ソフトコンポーネントの概算事業費は 4,861 千円である。内訳は直接経費（現地庸人を含む）1,952
千円、直接人件費 1,276 千円、間接費 1,633 千円である。経費詳細を別紙 1 に示す。 
 
10. 相手国実施機関の責務 

1) 実施可能性 
WAJ 本庁責任者は、本ソフトコンポーネントにより対象地域の送配水システムがより効果的に

活用され、効率的な無収水管理及び配水管理が可能になることを理解し、参加・協力の意志を示し

ている。また、WAJ が所有している既存の機材で実施可能であり、新に機材を調達する必要はな

いため、本ソフトコンポーネントの実施可能性は高いと判断される。なお、本ソフトコンポーネン

トに使用する機材は以下のとおりである。 
・ コンピューター3 台及び基本ソフトウエア、その他備品一式 

・ プロッターとプリンター（WAJ 所有機材） 

・ マッピング GIS ソフト ArcView（WAJ 所有機材） 

 
2) 阻害要因及び対策 
本ソフトコンポーネントによる効果、持続性を高めるため、研修員の人選が適切に行われる必要が

ある。以下を必要用件として、WAJ タフィーラ支所及び本邦コンサルタントが慎重に人選を行う。 
・ 配水管理の業務経験 

・ GIS ソフトの使用経験 

・ コンピューターの基本的な操作方法の習得 

・ 基本ソフト（MS-Excel 及び MS-Word）の操作方法の習得 

・ 十分な研修時間の確保（1 日 3時間程度） 

・ 本研修に関する高い関心、意欲 

また、タフィーラ支所には研修室がないため、支所内に研修場所を確保する必要がある。



 

  V-9

別紙 1 
ソフトコンポーネントに係る概算事業費の詳細 

現地貨 1JD=130.07 円（OD 換算レート） 
区分 日本円 現地貨(JD) 円換算 備考 

（日本人：配水管理技術者） 
国内 0.17 人月 132,260 132,260
現地 1.47 人月 1,143,660 1,143,660

直接人件費 

小計   1,275,920 1,275,920

日本人専門家

の格付けは３

号相当 

現地傭人 1.40 人月 735.00 95,601 通訳（ｱﾗﾋﾞｱ

語－英語） 
日当   203,850 203,850  
宿泊   515,040 515,040  
航空賃   855,375 855,375  
車輌費   2,150.57 279,724  
報告書作成費   2,500 2,500  

直接経費 

小計   1,576,765 2,885.57 1,952,090  
諸経費   1,148,328 1,148,328 直人費×90%

技術経費   484,850 484,850 (直人費+諸経

費)×20％ 間接経費 

小計   1,633,178 0.00 1,633,178  
合計     4,861,188  
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